
事務事業評価（平成２７年度に実施した事務事業）

部 所属名 款 項 目 事務事業名 事業の目的 判定理由 備考

64 新居支所 新居支所 02 01 19 遠州新居手筒花火保存業務 617 回 5 3 5 継続

629 文化課 10 06 06 302 大会来場者数 人 500 300 500 継続

630 文化課 10 06 06 文化財保護審議会の開催

文化財の指定

31 市指定文化財件数 件 64 64 65 継続

631 文化課 10 06 06 ★ 文化財保護保存 4,119 文化財補助金交付件数 件 11 13 13 継続

632 文化課 10 06 06

トキワマンサク保存管理及びマンサクまつりの開催

472 人 900 882 900 継続

633 文化課 10 06 06 ★ 大知波峠廃寺保存整備事業

国指定史跡大知波峠廃寺跡の維持管理

386 草刈り回数 回 2 1 2 継続

634 文化課 10 06 06 ★ 新居関跡保存整備事業 2,027 整備委員会開催回数 回 1 1 1 継続

635 文化課 10 06 06

市内遺跡の発掘調査及び出土資料整理

4,275 市内遺跡等発掘調査件数 件 4 0 1 継続
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手筒花火の伝統と製造技術の継承及び後継者の
育成を図り、文化的・観光的PRを推進しながら、
地域の活性化に資する。

連合組織として運営される遠州新居手筒花火保存会に補助金
を交付し、各地で公開公演を行うことにより手筒花火を全国に
広くPRする。

新居形式の手筒花火を正しく後世に伝承する資料を確立する
ため、H25年度から3か年で、民俗・伝統芸能調査を実施する。
（主体は実行委員会。保存会は実行委員会の構成団体）

木曽児童交流での披露を含め3回の公開公演を実施した。

文化庁の補助事業である地域活性化事業で作成した調査報
告書を保存会会員に配付・説明を行った。
また、当該報告書を185の関係者・関係団体に配付した。 各地への遠征による公演

披露回数 Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ

手筒花火は本来神事であるが、全国でも稀有な
伝統文化であり、市のＰＲに非常に役立っている
。また、地域住民の間にしっかりと根付いた文化
であるため、重要性は高い。
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教育委員
会事務局

三遠南信ふるさと歌舞伎交流
大会

三遠南信地域を代表する民俗芸能である歌舞伎
を通して、三遠南信地域の交流を図るとともに、民
俗芸能に対する市民の関心を高める。

第22回三遠南信ふるさと歌舞伎大鹿大会参加

　長野県大鹿村で開催された第２２回三遠南信ふるさと歌舞
伎大会に湖西歌舞伎保存会が参加した。
　参加団体：4団体
　観覧者：約300人

Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ａ

開催市や会場という条件があるため、参加団体
や入場者数は、ばらつきが出ざるを得ないが、三
遠南信の文化的交流の一助を成している。
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教育委員
会事務局

市内の優れた歴史文化遺産の掘り起こしを進め、
文化財の保護及び保存を図る。

市内文化財の保護、保存を目的に、審議会を年1回開催した。 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ
目標どおり64件の市指定文化財を指定すること
ができた

教育委員
会事務局

市内の文化財保護及び保存を図り、優れた歴史
文化遺産を後世に伝承する。

①指定文化財保存修理補助
②無形民俗文化財保存伝承補助

①指定文化財保存修理補助
　市指定文化財古見八幡神社流鏑馬神事衣装買い替え補助
、応賀寺不動明王立像保存修理、市指定史跡豊田佐吉生家
萱葺き屋根修繕を行った。
②市指定無形民俗文化財保存伝承費補助
　新居町細工花火保存会、猿田彦煙火保存会、橋本大般若
経お経守保存会、遠州新居手筒花火保存会、大倉戸チャンチ
ャコチャン保存会に保存伝承費補助を行った。

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

予定していた補助事業に加え緊急の保護事業に
ついても補助を行い、文化財の保護保存に努め
ることができた。

H27.応賀寺不動明王立像、豊田佐吉
住宅、その他管理補助
H28.応賀寺不動明王立像（最終年）
※本興寺本堂茅葺・中門の修理が
　必要である。
　茅葺（H29.30年度）
　中門（H31.32年度）
　

教育委員
会事務局

トキワマンサクの里づくり事
業

神座地区住民の協力により県指定天然記念物ト
キワマンサクの保護を図り、地域の活性化を推進
する。 　トキワマンサク里づくり推進会へ群生地の保護及び周辺の

管理、トキワマンサクまつり実施事業の委託を行った。
　第17回トキワマンサクまつり来場者　882人

トキワマンサクまつり来場
者 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

4年連続雨天のため、来場者は前年度から減少
した。しかし、事前の問合せも多く、当日はほぼ
満開のトキワマンサクを紹介することができた。

教育委員
会事務局

国指定史跡大知波峠廃寺跡の保護･保存を進め
、貴重な文化遺産を次世代に継承する。

大知波峠廃寺跡の整備事業として業者による草刈りを１回行
った。（職員による草刈りは豪雨の影響による車道土砂崩れ
のために中止とした。）

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

地理的な問題と、特に今年度は土砂崩れによる
復旧作業が長期間あったため、効果的な作業が
行えなかった。
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教育委員
会事務局

国特別史跡の新居関跡の整備を進め、江戸時代
後期の新居関所の歴史的空間を再現し、後世に
伝える。

①新居関跡保存整備工事及び監理
②新居関跡諸整備実施設計等作成業務 ①新居関跡保存整備工事

　関所北区域の景観整備として、芝張り工事を行った。（250㎡
）。
②新居関跡復元検討資料作成業務。
　建物復元について関所西側の裏御門の実施設計（委託）を
行った。

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

特別史跡の保存・公開活用のため保存整備工事
等を実施し、江戸時代の新居関所の景観を部分
的ながらも復元することができた。

文
化
庁
と
の
協
議
、
市
財
政
状
況
に
よ
り
事
業
の
進
捗
に
変
更
が
あ
る
た
め
、
事
業
費
の
変
更
も
あ
る
。

教育委員
会事務局

新居関跡周辺他市内遺跡発掘
調査事業

新居関跡をはじめ市内遺跡の発掘調査を行い埋
蔵文化財を保護するとともにその活用を図ること
で市民の文化的向上に資する。

　市内北部区域の山林内に点在する古墳～奈良・鎌倉時代
の古窯跡の分布調査を実施した。また、新居関跡の平成21年
度調査で出土した江戸時代の柵材のうち8点を恒久的保存の
ため専門業者に委託して保存処理を実施した。

Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

市内北区域の古窯跡についての分布調査を実
施し、遺跡の基礎情報を得ることができた。また、
出土遺物の保存処理を実施し、恒久的な保存を
図ることができた。

今後、国・県補助金額が減少していく傾向
にあるため、事業の進捗と事業費の変更
もある。
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